溶接を行う者の技能確認試験受験票
	私は、原子炉等規制法の溶接に係わる評価の関連条項を遵守することに同意した上で、受験申請します。

	溶接施工工場名

（溶接施行工場）
	
	申請書番号
	

	（フリガナ）
	（姓)
	(名)
	個人登録
	1. 新規　　　　2. 登録済

	溶接を行う者の氏名
	
	
	生年月日
（個人ｺｰﾄﾞ）
	西暦　　　　　　　　　　               
　　　　　　年　　　　月　　　　日　 　　　

	工場配属年月日
	西暦
	溶接訓練歴

※1
	1. 自社研修
3. 公共機関訓練学校
	2. 他社委託研修
4. その他

	
	　　　　　　　年　　　　月　　　　日
	
	
	

	溶接を行う者本人自署

（初回溶接作業時）
	
	本人確認方法
	1. 電気工作物の溶接士技能承認証明書

2. 社員証（写真付）

3. JIS溶接技能者適格性証明書

4. 運転免許証

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	JAPEIC MS&PCC 

確認日及び確認者
	(初回確認時のみ記載)

	溶接を行う者の技能確認試験受験内容

	技　能　確　認　事　項　の　区　分
	特記事項

	溶接方法
	試験材
	溶接姿勢
	溶接棒、溶加材又は心線
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	技　能　説　明
＜溶接に関する知識を有していることの証明として、保有JIS資格又は教育訓練（別紙添付可）を必ず記載してください。＞
＜再処理第1種機器及び腐食環境の厳しい再処理第2種機器の溶接を行うものは、溶接部の耐食性について相当の知識を有する証明としての教育訓練等（別紙添付可）を必ず記載してください。＞

	現有資格
	

	作業経歴等
	
	経　験　年　数

	
	
	年


備考1　申請時には、太枠内を申請者が記入し、写しを提出する。原紙は、溶接作業開始時にJAPEIC－MS&PCCの

評価要員に提出する。

備考2  ※1：該当するものが複数であれば全て記入する。
注：評価基準が研究開発段階発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則及び規則の解釈の場合、本紙中の「施工」は「施行」及び「溶接を行う者」は「手溶接による溶接を行う者」と読み替える。
確認試験指定様式WCF1010-204 R0

